
Ａ Ａ

計画幅員４０ｍ 先
行
開
発
区
域
側

ｾｯﾄﾊﾞｯｸ空間と
広幅員歩道が
一体となった

敷地 敷地

（ⅲ）南北道路について

４．都市基盤施設について（道路・鉄道）

JR東海道線支線（計画）

西梅田・十三連絡線

（構想）

JR東海道線支線（現況）

新駅

新駅

鉄道施設の収容空間として、必要幅員を確保

【南北道路の道路計画（従来）と
鉄道（地下）計画の位置関係イメージ】

東海道線支線
（地下化計画）

西梅田・十三連絡線（駅部）
（整備構想）

一体となった
ｼﾝﾎﾞﾙ空間を創出
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大阪駅周辺地域における鉄道整備計画

４．都市基盤施設について（道路・鉄道）

JR東海道線支線（計画）

西梅田・十三連絡線（構想）

JR東海道線支線（現況）
新駅

新駅
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国際競争力の強化（新駅設置による「国際空港」とのアクセス性の向上）

京都駅

東京駅（至成田）

ソウル

50

60

70

80
所要時間（分）

大阪駅(現状) 
関空快速・平均
※国土交通省調査より

大阪駅（改善後) 

主要国際空港からの都心アクセス（時間・距離）

４．都市基盤施設について（道路・鉄道）
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名古屋駅

ニューヨーク

ロンドン

パリ

アムステルダム

フランクフルト・

アム・マイン

ローマ

北京

香港

上海

クアラルンプール

シンガポール

ソウル

0

10

20

30

40

0 20 40 60 80 100 120

都心と空港との距離（km）

大阪駅（改善後) 
はるか・最速

※国土交通省調査より



東海道新幹線

東京へ

九州へ

京都

新大阪

北陸方面との
アクセス強化

2025年 北陸新幹線開業
（敦賀まで）

（現状）

○特急「はるか」、「くろしお」など、東海道
線から、関空・和歌山方面にアクセス
する列車の大阪駅乗り入れが不可

○おおさか東線が完成しても、新大阪駅
止まりとなる

鉄道ネットワークの強化（広域ネットワーク機能の向上）

４．都市基盤施設について（道路・鉄道）

なにわ筋線

九州へ

神戸

奈良

新大阪

大阪

難波

関西国際
空港

南海本線

阪和線

おおさか東線

東海道線

和歌山へ

2018年（放出～新大阪間）

大阪東部方面との
アクセス強化

関空・和歌山方面との
アクセス強化

（新駅設置後）
○関空・和歌山方面とのアクセス強化

○大阪東部方面とのアクセス強化

○北陸方面とのアクセス強化
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うめきた２期開発の実現により開発効果が周辺へ波及

線路撤去による地域

分断の解消のイメージ

地表

４．都市基盤施設について（道路・鉄道）

新梅田
シティ

地域分断の解消

地下化

地表

地表
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線路撤去による

地域分断の解消


